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サステナビリティ・マネジメント

●“はたらく”の変革
●安心安全なデジタル社会の実現
●公正な企業活動

●多様な人材の活躍
●コミュニティとの共生

●脱炭素・循環型社会の実現

Prosperity
持続可能な経済

People
持続可能な社会

Planet
持続可能な地球環境

リコーグループは、「人を愛し、国を愛し、勤めを愛す」という創業の精神（三愛精神）に基づき、目指すべき持続可能な社会の
姿を、経済（Prosperity）、社会（People）、地球環境（Planet）の3つのPのバランスが保たれている社会「Three Ps Balance」
として表し、その実現に向けサステナビリティ経営に取り組んでいます。

サステナビリティ戦略

サステナビリティの経営戦略への統合
リコーグループは、1998年に世界に先駆けて「環境経営」を提唱し、その後約30年にわたり「環境保全と利益創出の同時実
現」に取り組んできました。こうした取り組みを土台に、近年では「ESGと事業成長の同軸化」を方針に掲げ、ESGを非財務では
なく、3～10年後の財務につながる「将来財務」と位置づけ、経営戦略、経営システムへの統合を進めています。

2026年度から始まった中期経営戦略‘26では、企業価値向上と「Three Ps Balance」への貢献に向けて、社会・お客様要請や
自社戦略を踏まえて、6つマテリアリティ（重要社会課題）を特定しています。

リコーグループが取り組む6つのマテリアリティ

リコーグループのマテリアリティWeb

【STEP1】課題抽出
•  各種開示基準やグローバルリスクを参照し、 
サステナビリティ関連課題リストを抽出

•  重点経営リスクや事業戦略・マテリアリティを考慮して、 
分類・整理・統合

【STEP2】課題の優先順位づけ
•  課題ごとのリスク・機会・インパクトの洗い出しと評価
•  優先度の高い課題を特定
•  マテリアリティとして整理

【STEP3】 経営審議・ステークホルダーとの対話
•  経営での審議 
•  株主・投資家・有識者・リコーグループ各拠点の 

ESG担当者へのヒアリング

【STEP4】 各部門のESG目標設定
•  各部門の中経戦略における施策とKPI（ESG目標）設定

【STEP5】 経営の意思決定
•  ESG委員会にてマテリアリティおよびESG目標を審議・決定
•  取締役会にて承認

マテリアリティ特定プロセス

【STEP1】
 

課題抽出

【STEP2】 

課題の 
優先順位づけ

【STEP3】 
経営審議・ 

ステークホルダーとの 
対話

【STEP4】 

各部門の 
ESG目標設定

【STEP5】 

経営の意思決定

https://jp.ricoh.com/sustainability/materiality
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中期事業計画2026

Three Ps Balanceへの貢献

マテリアリティへの取り組みを通じて実現

脱炭素・
循環型社会の実現“はたらく”の変革 多様な人材の活躍

Prosperity

継続して成長に貢献できた
お客様数

（持続可能な経済）

People

自社・お客様・社会の
持続可能な成長への貢献により、
社員自身が成長を実感し、
エンゲージメントが高まる

お客様の成長に貢献し、
地域経済・地域社会の
発展に寄与している

イキイキ社員比率の伸び

（持続可能な社会）

Planet

脱炭素貢献量

2倍

（持続可能な地球環境）

コミュニティとの共生

公正な企業活動

安心安全な
デジタル社会の実現

自社・お客様・社会とともに
取り組みを進め、
脱炭素社会の実現に
貢献している

30%増10%増

リコージャパン
2030年の
ありたい姿

マテリアリティ

中期事業計画’26 サステナビリティ目標

リコージャパンは、2026年度から始まった中期事業計画’26において、「Three Ps Balance」への貢献に向け、「2030年のあ
りたい姿」を3Psごとに設定しました。3Pの各領域ごとにKGIを立て、持続可能な社会の実現を目指します。
また、2026年からリコーグループで新たに設定したマテリアリティおよびリコージャパンの中期事業計画を踏まえて、サス
テナビリティ目標を見直し、6つのマテリアリティに紐づく、15のサステナビリティ目標を設定しました。「製品・サービスを通じ
てお客様と進めるSDGsの貢献」、「自社＋パートナーと取り組むSDGsへの貢献」のいずれかに該当する目標となっています。
新たなサステナビリティ目標は、事業との連動性をより高めた目標としており、目標達成に向けた活動を強化することで、事
業とSDGs/ESGの同軸化を一層進めていきます。

Three Ps マテリアリティ 指標 2026年度
目標

2030年度
目標

Prosperity
（持続可能な経済）

“はたらく”の変革
① 顧客からの評価：

課題解決パートナー度 33% 40%

② 成長に貢献できたお客様数 54.1万事業所

当該年度目標
のみ開示

安心安全な
デジタル社会の実現

③ セキュリティ強化貢献事業所数　 3.8万事業所

④ 情報セキュリティ教育受講率 100%

公正な企業活動

⑤ 新規仕入パートナー行動規範署名率 100%

⑥ ハイレベルな人権対応項目の対応度 100%

⑦ 社員のEthics＆Integrity指数向上 85ポイント

People
（持続可能な社会）

多様な人材の活躍

⑧ プロ認定レベル3以上社員比率 67%

⑨ 社員エンゲージメントスコア 40ポイント 50ポイント

⑩ 女性管理職比率 10.9%

当該年度目標
のみ開示

コミュニティとの共生 ⑪ 社会貢献活動参加率 100%

Planet
（持続可能な地球環境）

脱炭素・循環型社会の
実現

⑫ 製品・サービスによるCO2削減量 86,800ｔ

⑬ 主要複合機および再生機による
新規資源削減量 2,678ｔ

⑭ 自社のCO2排出量
（2015年度比CO2排出量削減率）

15,820ｔ
（▲50%） ▲63%

⑮ 自社使用電力の
再生可能エネルギー比率 60% 100%

①②③⑫⑬
上記以外

「製品・サービスを通じてお客様と進めるSDGsへの貢献」目標
「自社・パートナーと取り組むSDGsへの貢献」目標
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リスク管理

SDGs/ESGに関するリスクマネジメント
リコージャパンの重点経営リスクは、年度ごとに発生した
インシデントおよび、新たに顕在化したリスクをもとに、リス
クマネジメント委員会で検討し、経営会議で審議・決定してい
ます。（ P46）

SDGs/ESGに関するリスクは、グループ共通の「重点経営
戦略リスク」として、経営レベルで管理されている他、人権、
情報セキュリティ、コンプライアンスなどの項目は、サステナ
ビリティ目標にも組み込んでいます。

目指す姿

リコージャパンの目指す「事業とSDGs/ESGの同軸化」
事業とSDGs/ESGの同軸化を掲げ、社員が日々実践してい
る活動は、「製品・サービスを通じてお客様と進めるSDGsへ
の貢献」と「自社＋パートナーと取り組むSDGsへの貢献」と
捉えています。この2つのアプローチによる活動の成果を
測る指標として、業績目標である財務目標と社会への貢献
度を表すサステナビリティ目標があり、両者を経営目標とし
て設定しています。
これらの取り組みを通じて、お客様と共に、経済・社会・地
球環境のバランスの保たれた持続可能な社会に貢献し、「“は
たらく”に歓びを」の実現を目指します。

ガバナンス

サステナビリティ推進体制
サステナビリティに関する方針や目標策定など、重要な案
件については、リコーグループの方針を踏まえ、サステナビ
リティ推進部門の提案をもとに、経営会議で審議・決定して
います。また、推進のための施策は、サステナビリティ推進
部門が企画・立案し、担当役員の決定のもと、各部門責任者
が実行・展開しています。
さらに、全国の支社を含む各組織に所属する約620名

（2026年6月時点）のSDGsキーパーソンがサステナビリティ
推進部門と連携し、社員への浸透・啓発や社内施策の推進を
サポートすることで、社員一人ひとりの取り組みにつなげて
います。

2025年度の経営会議での主な議題

•  リコージャパン脱炭素ロードマップ承認　•  2025年度サステナビリティ目標実績報告
•  中期事業計画’26サステナビリティ目標 策定状況報告、目標案の承認

 サステナビリティ推進体制

社長執行役員

スタッフ部門

事業部門

販売・サービス部門

サステナビリティ推進部門
リコーグループ
ESG推進部門

サステナビリティ担当役員

経営会議

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
Pro

サステナビリティ・マネジメント

目指す姿

お客様と共に、経済・社会・地球環境のバランスの
保たれた持続可能な社会に貢献し、「“はたらく”に歓びを」実現

経営目標

財務目標（業績） サステナビリティ目標
（社会への貢献度）

事業とSDGs/ESGの同軸化＝事業を通じた社会課題解決

製品・サービスを通じて
お客様と進めるSDGsへの貢献

自社+パートナーと
取り組むSDGsへの貢献
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マテリアリティ リコージャパンとして目指す貢献 評価指標 2025年度目標 2025年度実績 関連ページ

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
の
貢
献

“はたらく”の変革 人とデジタルの力で、誰にでも働きやすい環境を作り、
お客様の生産性向上・価値創造に貢献する

① 顧客からの評価：価値共創パートナー度 29.0% 32.4% P31

② 貢献するワークプレイス数 18.9万カ所 20.7万カ所 P17・19

③ 時間創出効果 6,500万時間 7,334万時間 P17　・19　・29

地域・社会の発展 人とデジタルの力で、地域・社会システム（医療・教育、地域づくり）の
維持発展・効率化に貢献する ④ 生活基盤向上貢献人数 2,350万人 4,329万人 P26～29

脱炭素社会の実現 省エネ製品・脱炭素ソリューションで、お客様の脱炭素に貢献する ⑤ 製品・サービスによるCO2削減量 43,500t 78,020t P21～23　・36

循環型社会の実現 サーキュラーエコノミー型ビジネスで、お客様の資源削減に貢献する ⑥ 主要複合機および再生機による新規資源削減量 2,186t 2,529t P23～24

自
社
・
パ
ー
ト
ナ
ー
と
取
り
組
む
貢
献

脱炭素社会の実現 自社の電力・ガソリン使用によるCO2排出量を削減する ⑦ 自社のCO2排出量 （2015年度比CO2排出量削減率） 18,700t
（▲40.9%）

17,491t
（▲44.7%） P32～35

責任ある
ビジネスプロセスの構築

サプライチェーン全体を俯瞰して、
ビジネスプロセスのESGリスク最小化を図り、公正な社会に貢献する

⑧ 人権影響評価のスコア向上
セルフアセスメント 

スコア 
100点

セルフアセスメント 
スコア 
100点

P40

⑨ 仕入先パートナー行動規範署名率 100%（新規） 100%（新規） P47

⑩ 社員の情報セキュリティ意識の向上（ローリスク率） 4.5% 28.5% P48

⑪ 低コンプライアンスリスク組織比率 80%以上 89.9% P47

⑫ コンプライアンス感度DI＊のネガティブ回答組織割合 30%以下 9.2% P47

オープンイノベーションの
強化 社会課題解決型事業を迅速に生み出すために、パートナーシップを強化する ⑬ 印刷事業者の経営課題解決に取り組む共創活動を

　 プロジェクトで創出した件数 10件 10件 P30

多様な人材の活躍 デジタルサービスを提供する会社として、すべての社員が尊重され、
能力が発揮できる企業文化を育む

⑭ プロフェッショナル認定レベル3以上社員数 9,700名 9,054名 P37

⑮ 社員一人あたりの学習時間 80時間 81.0時間 P38

⑯ 社員エンゲージメントスコア 40.0 38.3 P39

⑰ 女性管理職比率 9.1% 9.7% P41

＊DI：ディフュージョン・インデックスの略。ポジティブからネガティブを引いた数値

サステナビリティ目標と2025年度実績
2023年度から開始した第21次中期経営計画では、17のサステナビリティ目標を掲げてお

り、2025年度の実績は下表の通りです。17項目中14項目で目標を達成しています。特に、生
活基盤向上貢献人数（④）および製品・サービスによるCO2削減量（⑤）は、2024年度に引き続
き目標を大きく上回る結果となりました。

指標と目標

サステナビリティ・マネジメント
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マテリアリティ リコージャパンとして目指す貢献 評価指標 2025年度目標 2025年度実績 関連ページ

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
の
貢
献

“はたらく”の変革 人とデジタルの力で、誰にでも働きやすい環境を作り、
お客様の生産性向上・価値創造に貢献する

① 顧客からの評価：価値共創パートナー度 29.0% 32.4% P31

② 貢献するワークプレイス数 18.9万カ所 20.7万カ所 P17・19

③ 時間創出効果 6,500万時間 7,334万時間 P17　・19　・29

地域・社会の発展 人とデジタルの力で、地域・社会システム（医療・教育、地域づくり）の
維持発展・効率化に貢献する ④ 生活基盤向上貢献人数 2,350万人 4,329万人 P26～29

脱炭素社会の実現 省エネ製品・脱炭素ソリューションで、お客様の脱炭素に貢献する ⑤ 製品・サービスによるCO2削減量 43,500t 78,020t P21～23　・36

循環型社会の実現 サーキュラーエコノミー型ビジネスで、お客様の資源削減に貢献する ⑥ 主要複合機および再生機による新規資源削減量 2,186t 2,529t P23～24

自
社
・
パ
ー
ト
ナ
ー
と
取
り
組
む
貢
献

脱炭素社会の実現 自社の電力・ガソリン使用によるCO2排出量を削減する ⑦ 自社のCO2排出量 （2015年度比CO2排出量削減率） 18,700t
（▲40.9%）

17,491t
（▲44.7%） P32～35

責任ある
ビジネスプロセスの構築

サプライチェーン全体を俯瞰して、
ビジネスプロセスのESGリスク最小化を図り、公正な社会に貢献する

⑧ 人権影響評価のスコア向上
セルフアセスメント 

スコア 
100点

セルフアセスメント 
スコア 
100点

P40

⑨ 仕入先パートナー行動規範署名率 100%（新規） 100%（新規） P47

⑩ 社員の情報セキュリティ意識の向上（ローリスク率） 4.5% 28.5% P48

⑪ 低コンプライアンスリスク組織比率 80%以上 89.9% P47

⑫ コンプライアンス感度DI＊のネガティブ回答組織割合 30%以下 9.2% P47

オープンイノベーションの
強化 社会課題解決型事業を迅速に生み出すために、パートナーシップを強化する ⑬ 印刷事業者の経営課題解決に取り組む共創活動を

　 プロジェクトで創出した件数 10件 10件 P30

多様な人材の活躍 デジタルサービスを提供する会社として、すべての社員が尊重され、
能力が発揮できる企業文化を育む

⑭ プロフェッショナル認定レベル3以上社員数 9,700名 9,054名 P37

⑮ 社員一人あたりの学習時間 80時間 81.0時間 P38

⑯ 社員エンゲージメントスコア 40.0 38.3 P39

⑰ 女性管理職比率 9.1% 9.7% P41

＊DI：ディフュージョン・インデックスの略。ポジティブからネガティブを引いた数値

リコージャパン　サステナビリティ目標Web

https://jp.ricoh.com/companies/ricoh-japan/sustainability/target
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SDGs/ESGの浸透と輪を広げる取り組み

SDGsキーパーソンとSDGsキーパーソンProによる社内実践とお客様への価値提供
事業とSDGs/ESGの同軸化を現場から推進するため、2018年からSDGsキー
パーソン制度を設けています。年度初めに各支社・部門から登録を募り、定期研
修で社会動向やリコーグループの取り組み、支社や部門の好事例を共有し、活
動のレベルアップを図っています。

SDGsキーパーソンは、自部門での浸透活動をリードするとともに、社内実践
で得た知見をお客様へ紹介し、取り組みの推進につなげています。
さらに、2024年からは全国8つのブロックごとに、専門性と推進力を備えた

SDGsキーパーソンProを配置しました。SDGsキーパーソンProは、最新のESG

動向を把握し、各支社のキーパーソン活動を支援するとともに、社内実践の紹
介を通じて、お客様のESG課題の把握、課題解決に向けた伴走支援を実施して
います。

SDGs強化月間
事業とSDGs/ESGの同軸化を推進するため、2018年より
全員参加で取り組む「SDGs強化月間」を実施しています。
2025年度は「“はたらく”に関するSDGsや社会課題の理解
を深めよう」をテーマに、①学び ②ワーク/対話 ③宣言の3

ステップで展開しました。認定NPO法人育て上げネット理
事長の工藤氏を外部講師としてお招きしたウェビナーや、

職場での対話を通じて多くの社員が社会課題への理解を深
め、約10,000名の社員が自らの業務を通じた社会課題解決
に向けた行動を宣言しました。こうした取り組みにより、社
員の約7割が業務と社会課題とのつながりを実感しており、
SDGs/ESGを自分ごととして捉える意識の醸成につながっ
ています。

認定NPO法人育て上げネット理事長の工藤啓氏 職場メンバーが集まってつながりワークシートを作成

サステナビリティ・マネジメント

ダンボログ（段ボールを活用した対話プログラム）を通じて、
SDGsと仕事の意義を深めるワークショップを開催（デジタル
サービス技術本部）

SDGsキーパーソン SDGsキーパーソンPro

• 2018年度活動開始、全国48支社＋部門に設置
•  本社主催勉強会などで、ESGの最新動向を
把握

•  役割は、社内のSDGs/ESGの取り組み推
進、社内浸透活動、お客様支援、部門内で
共有・展開など

社内活動推進
教育/啓発

社員への浸透/啓発 社内のSDGs/ESGの
取り組み推進

お客様のSDGs/ESGの
取り組み支援 好事例の発信、水平展開

事業とSDGs/ESGの同軸化の推進 お客様のESG課題
解決支援

• 2024年度活動開始、全国8地域に設置
•  リコーESG部門や外部講師の講義などで最
新のESG動向を把握

• 各地域の顧客支援をリードする役割
全国で

約620人が
活動

全国で

29人が
活動
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● 地域企業のサステナビリティ推進支援（北海道支社）
北海道支社では、地域企業を対象に「自社のESGを見える
化しませんか？」をテーマとしたイベントを開催しました。第
一部では、リコージャパンのSDGs/ESGに関する考え方や社
内実践事例を紹介し、ViCreA見学を通じて、ESGを意識した
具体的な取り組みを体感いただきました。第二部では
「RICOHサステナ見える化ツール」を活用したワークショップ
を実施し、現在行っている取り組みや今後注力したいテーマ
をESGの観点から整理。第三部の座談会では、SDGs/ESGの
社内浸透をテーマに参加企業同士で意見交換を行いました。
参加者からは「自社の課題や方向性が明確になり、社内での
推進につなげたい」との声が寄せられました。イベント後も

対話を重ねながら、地域企業の取り組みに寄り添い、地域社
会全体の持続的な発展に貢献していきます。

● 自然共生を目指した新規事業開発と工場DXを支援（岡山支社）
岡山支社では、工業用ゴム部品の製造販売を行う丸五ゴ
ム工業株式会社様を、SDGsの視点で新規事業創出と工場
DXの両面から支援しています。岡山支社が開催する「SDGs

講舎」にご参加頂いたことがきっかけで、つながりが生まれ、
アクアポニックス事業の共創が実現しました。さらに、光発
電による環境センサーの提案により、製品開発の高度化に
も貢献しています。加えて、工場見学の提供や作業支援カメ
ラの導入を通じて、生産性の見える化や問題点の原因究明
の迅速化を推進しました。持続可能な経営への変革につな
がり、お客様からは「最新技術を活用し、二人三脚で事業を
創れた」「DXを実感し経営陣の意識が大きく変わった」との
評価をいただきました。

●  SDGs ワークショップ・カードゲーム「2050カーボンニュートラル」を通じて 
SDGsへの取り組みを本格化（愛知支社）
愛知県の紙器メーカーである河原紙器株式会社様は、難

リサイクル紙を地域の学校へ提供する独自の「つなぐプロ
ジェクト」に取り組んでいました。その後、SDGsへの取り組
みをさらに深化させるため、リコージャパンの支援を活用。
愛知支社主催の勉強会やワークショップ、カードゲームを通

じて社内浸透を推進しました。加えて、提案に基づきLED化
や再生可能エネルギー導入などを実施し、自社のESG強化
を本格展開。お客様からは「丁寧なヒアリングと期待を上回
る提案に助けられている」との声が寄せられています。

活発な意見交換が行われた座談会

作業支援カメラシステムの導
入で作業データを自動収集し、
稼働時間や稼働率の見える化
を支援

小学校3年生の作品「ゴールデンシャーク」

難リサイクル紙を使用して作られた子供たちの作品

保育園児の作品「ひな人形の屏風」

リコージャパンの公認ファシリテーターがカーボンニュートラルゲームを実施




